
第12回 変化する力がする仕事

物体が 3次元の運動をするとき、力 F⃗ によってなされる仕事は
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F⃗ · dr⃗ =
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Fzdz

仕事－運動エネルギーの定理は

Ws =

∫ xf

xi

F (x)dx = m

∫ xf
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dv

dt
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vi

vdv =
1

2
v2f − 1

2
v2i = ∆K

単位時間あたりになされる仕事を仕事率という。

P =
dW

dt
= F⃗ · v⃗


